
SSPEにおけるインターフェロン治療	

解　説	
	

1.  SSPE青空の会の協力によりアンケート調査を行った。1985年以後にSSPE
を発症した62例中59例でインターフェロン（IFN）の投与を行った。	

2.  20例が1年以内、35例が5年以内にIFNを中止した。また12例が10年以上
IFNを投与した。 IFNにより一時的にでも症状が改善する程、長期間IFN
を使用した。	


3.  IFN中止後8例で一時的な改善、5例で急激な悪化を認めた。	
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